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部活動開始！  
 ４月１２日、１年生を対象に、部活動オリエン

テーションが開催されました。現在活動して

いる先輩方が趣向を凝らして、各部の活動を

紹介してくださいました。 

 仮入部が始まり、実際に活動して見えてく

るものもあると思います。運動系、文化系、そ

れぞれ様々な部活動がありますが、上手にな

りたい、活躍したい、そういう気持ちは大切

です。加えて、その種目（活動）が好きになる

ということ、一緒に活動する仲間の良さを感

じられることが何よりも大切なのではないか

と思います。 

中総合はじまる 

 
 ４月１６日、横須賀アリーナにて横須賀市中

学校総合体育大会総合開会式が開催されま

した。各校から代表が集まり、まず模範演技

として日本体育大学体操部の演技を参観し

ました。オリンピックで行われるような「体操

競技部」ではなく、「体操部」の皆さんです。勝

ち負けを競うのではなく、全員で力を合わせ

て協力し合って、集団演技の美しさを追及し

ている皆さんです。マットの演技も披露して

くださったのですが、前転や後転、側転など、

授業で取り組んでいるマット運動と同じ技で

も、指先まで意識された美しい技の連続で、

大変感動しました。 

  翌１７日からは、市内公共施設や中学校等

でそれぞれの種目が始まりました。 

 すべての種目を見に行くことができなかっ

たので、会場で会えなかった皆さんには申し

訳なかったのですが、顧問の先生方からは、

野比中生は最後まで頑張った！と報告を聞

いています。GW 中にも、まだ大会が続いて

いる種目もあります。コロナ禍の影響で、昨

年は実施されなかった種目もあります。久し

ぶりに他校との試合という人もいるかもしれ

ません。そうした中で試合をできるというこ

とは、大会を運営している先生方、皆さんを

送り出してくれるご家族の支えがあってのこ

とです。ぜひ試合ができる喜びと感謝の気持

ちを大切にしてほしいと思います。 

 ３年生にとっては最後のシーズンです。夏

の大会に向けて、しっかりと課題を見つけら

れる、そんな大会にしてほしいと思います。

会場で会えたら、挨拶してくださいね。 

モラル？ ？  
 ４月１５日、道徳の授業で「情報モラル」につ

いて学びました。３年生は、講師を招いてい

て、体育館で学びました。そもそも情報モラ

ルってどういうことでしょう。 

ここでいう「情報」は、主にインターネットの

世界、SNS とかブログとか……で発信する

という意味での「情報」というイメージでしょ

うか。 
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では「モラル」は？？国語辞典で調べると

「道徳」とか「倫理」という意味なのだそうで

すけれども、「モラルを守る」というときは、

道徳観や倫理観を持って行動することを意

味しているように思います。逆に守るべき行

動規範などが守られていない状況において

「モラルがない」のような使い方をします。 

これらのことを合わせると、「情報モラル」

というと、情報社会、特にインターネットの利

用によって、自らを危険にさらしたり、他者

を害したりしないようにするための考え方や

道徳上の規範を指しています。 

ＳＮＳ等に自分や友だちの情報をアップし

てしまったり、つぶやいてしまったりしてしま

うことは、皆さんは「ダメ」なこととして認識

しているはずなのに、あまり深く考えずに、つ

いアップしてしまって問題になるというよう

なことは、皆さんにとって他人ごとではない

はずです。 

使い方を間違えると、自分たちの周辺だけ

ではなく、全世界から大切な個人情報が丸見

えになっているということをしっかりと自覚

して「情報」を扱っていく必要があります。 

では、そもそもなぜ皆さんに「情報モラル」

を学んでほしいのか。私は、友だちと自分を

大切にしてほしいというところに原点がある

ように思います。こういうことをしたら、友だ

ちは困ることにならないか、自分は困ること

にならないか、しっかりと思いを巡らせてほ

しいのです。ＳＮＳだけでなく、実際の友だち

に発するその言葉も、友だちのことを思いや

ることを意識してほしいと思います。 

 

先生方も学びます 
 ４月２５日、５校時に３年１組の社会科の授

業を、先生方全員で参観しました。これは、野

比中の先生方が考える「望ましい授業」とは

どのような授業なのかを学ぶためです。 

 
 私にとって、大変参考になったのは、３年１

組の皆さんが、chromebookを使いながら、

４人班の中で、自分の考えを一生懸命説明し

ている姿のみならず、それを熱心に聴いてい

る仲間がいるということです。ちょっとわか

らないことがあると「どういうこと？」と聞き

返したり、聞かれたら自分の言葉で一生懸命

説明したりして、それぞれの学びの姿があり

ました。 

  
 授業後、今度は先生方も４人班になり、授業

を参観した振り返りをしました。先生たちの

目標は、野比中生の皆さんが夢中になって取

り組んでいる授業です。授業の方法に正解は

ないのですが、皆さんがとことん夢中になっ

て学ぶ姿が現れるような授業を目指してい

ます。 

 

 ３年１組の人に「社会科の授業は楽しいです

か？」と聞いてみました。すると「自分の考え

を発表できるのが楽しい」とのこと。授業で

自分の考えを構築でき、それを発表して聴い

てくれる仲間がいるということが、楽しい授

業の要素なのかもしれません。 


